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はじめに

の を起点とし，大較の

々と進められつつあり，

を拠点とする

，大気汚染，水

自 1，350Km) 

らのがれて，この自は目下その

然歩道 くなっている O @丹沢山塊を経て に入った 自

入り 山~大山~高根山~家山~

へ向かっている O ではこの自

なわれた「秋薬山崩辺Jの聖子外観察

り

山~

の

その折の を中心に し，案内にかえた1.-¥0 

秋葉山崩辺の地形・地震

2年(718年〉 命により，

に入ったのち，街、関峠よりふたたび本県に

ダム~熊のルートをとり，愛知県

を11顕次実婚してきたが，その一環としておこ

， 1971年 10丹31日実婚〉に参加したので

治ミここに をつくって以 を始め

くの庶民の信仰の対象として栄えて来たといわれる秋葉山(原語 868m)は赤石山地(南アルプス)

の南西延長にあたるゆるやかな起伏の山陵上の高まりである O その山腹斜面は西を甫流する天竜111， 

~南にかけて南西流する気回 111，さらに両河川に法くや小判谷によって浸食され，一般に急、な傾斜を示し

ている O このことは天竜111および気回 I11の示す著しい巌入由説ならびに小規模ながら点在する河岸段丘

の発達とともにこの地域一帯の最近の隆起運動を示すものである O

この地域の地質は，秋葉山の東および西を南北に走る顕著な

東からつぎのように三区分される O

1. 犬居層群分和域(光明断層以

(光明断層と赤石裂線〉によって，

四万十累層群(中生層)の一部をなすもので，この地域では賠灰色縮粒砂岩と千枚岩質黒色粘板岩な

いし珪貿粘板岩の縮瓦!曹のため，層理は明瞭である。また層埋にそってしばしばチャートないし脈石英

の小レンズを含む傾向がみられる O 一般走向は N60 oE ，傾斜は 500NWであるが，複雑な摺曲構造の

ため走向@傾斜のばらつきは大きい。

なお，犬居層群の東甫側に断層を介して接する三倉層群(田緩層〉は，砂岩と無色粘叡岩の規財正し

いh踊(フリッシュ型堆積物〉よりなり，犬岩層群とは明らかに興った岩相を示す。
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2. 光明麿群分布域(光 ~赤石裂線開〉

群の一部をなすもので，不規財な裂掃をもっ さまざまの

ない を とし 9 よく る な

さ約 150mごと)ならびにこれに伴なう凝灰質チャートおよ よって特徴づけられている O

層準以外にも，小規模な レンズが に散点し歩その一部にはサンゴ，ストロマ

メポロイド， などを含んでいる O これらの i
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!
 

周辺に摸式的に

出する様性石訳者)の

の構造は不規

によれi光明層群の少くとも一部はジュラ されている O

のため正確に しにくいが，秋業山付近では走向N50 r-..... 650を示し，

(N N E -S SV¥りとかなり異っている O

3. 三波111

赤若裂線を

片岩分布域(赤石裂線以西〉

して 9 その西側には三波1/1結品 が広く分布する O これらの 本州地

向斜堆積物が本外i

この地域でみられる

緑色片岩(緑れん

これらの

(古生代後期~中生代前期〉の

の

広域変成されたものと解されている O

など)ならびに凝灰岩起源の

ど〉で，しばしば脈石英をともなっている O

の沢そのたの あり，

を産出することはすでによく知らtれている O
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コースにそって

の野外観察コースは遠鉄パス秋葉線和

田111の河岸段丘の観察，犬居層群の観察，光明層群の

を起点とし，気回1/1河床 の観察・採集，気

をおこなったのち，東語自然遊歩道に

沿って秋葉山演に向ったので，以下このコースにそってJI霞次述べよう。

1. 気回 111i可床礁の観察@

田JlIは長野県境にほど近い戸中山 Cl，686m) に発源し，石切HI・熊切)[1等の支流を合せつつ南流

し，犬居より流路を南西にとり，顕著な巌入曲流をくり返しつつ天竜111に合流する総延長 5，020Km .流

域面積 364Km2の河川である O

のたの (四万十地向斜堆積物)分布域のため ，lpJ床

の大半はこれらの累層群に由来する硬砂岩@粘板岩@頁岩などによって占められ，段J岩・チャート@

緑J疑灰岩@石灰岩はわずかに散点するに過ぎない。これらのうち，輝総繰灰岩および輝総磁灰質チャー

トは帯赤紫色~帯赤褐色~帯緑色とさまざまな色調を示し，わずかな石灰岩とともに気回JlI河床擦の単

さを救っている O

2. 犬開!替群および気回)11の河岸段丘の

和田之谷橋付近に分布する犬居麗群は黒色細粒砂岩と黒色粘板岩の細互層のため，暦理は明瞭である。

複雑な波状摺曲を示しているが，一般走行はNE-SWで北西に急、斜 C60 ，....... 70 0) している O

沿って脈石英ないし珪質のレンズが随所にみられるなど，後述する光明層群とは対照的な岩栢をと示して

V'るO

秋葉山の 口にあたる坂下部落の一部は現気回 1111可床(標高約 100m) との比高約 20mの河岸

段丘上にある O この段丘は

度ともに現気回 111河床のものと

るO

3. 光明層群の観察

を不整合におおう障さ終4mの段丘磯層をもっている O 磯組成。粒

なく，撲の風化も進んでいないのでごく新しい段丘磯層と考えられ

秋葉坂下から秋栗山頂にいたる自然歩道(枝葉街道〉は患根沿いに捕かれているために岩層の露出

状況はあまり良いとはいえない。このため，遊歩道を登る前に坂下部落以西の気回 111沿いの露頭観察を

おこなったO

ここには最近の道路拡幅によって光明層群の大露頭がほぼ連続してみられるため，その特徴をつかむ

のに都合がよい。

光明層群の主体をなす砂岩は厚薄不定の不規則層として頁岩質ないし千枚岩質粘板岩中に挟在し，新

鮮な状態では青灰色~賠灰色を示す中粒~細粒の硬砂岩で，しばしば黒色粘板岩の小角片を含んでいる。

層理をほとんど示さず，不規期な節理のため挺使ではあるが崩落しやすし ¥0 J翌層をと示す露頭では崩落の

危険性が特に大きく，すでにかなりの崩落が起きている O

光明層群を特徴づける顕著な輝緑凝灰岩層も，気回JIl沿いに好露頭があるが，自然、歩道の海抜 270.'"'-

340 m付近にも連続的に露出しており，赤紫色から帯緑色にいたる様々の色調の露岩および転石が人目

をひく。これらの輝緑凝灰岩の一部は法質となり，赤色チャートに近いものもある O なお甑抜 330m付

近から眼下に気回 111の曲流とともに犬居方面の河岸段丘が望見される O
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海抜 350mを越えると砂岩および千枚岩質粘板岩が交互にあらわれるが 9一般に砂岩窟露出部で

となり，粘板岩層露出部は露頭も少なく平坦な尾根をなし 9 ここにも差別浸食の影響があらわれている O

4. 赤石裂線の

秋葉山頂を経て秋葉ダムに向う自然歩道は300町歩の美林を焼きつくした秋葉の大火(昭和 18年 8

‘丹〉跡、を今なお残す南西稜を経て天竜J11に面した戸倉部務に向っている O

今回の野外開察会では露頭の関係から下山路を別にとったが，赤石裂線の観察のためにはむしろ自然、

をくだった方がよし¥。というのは赤石裂線は戸倉部落東方約 1伽の地点で、自然歩道をほぼ南北に

額切っているからで.ある。この地点は自然歩道が念、な森林帯を電光型にくだり終え，戸倉沢と出会った

ところく海抜 1.250m付近)にあたり，沢をへだてた対岸斜面に 1'"'-2mの破砕帯を介して，光明層群

に毘する破砕された砂岩層と，三波J11結晶片岩(石英桔墨絹雲母片岩〉が接しているのが観察される O

片岩の走行は N80 0"， 7 0 oW .傾斜は甫落ち (350
---. 600

) を示している O

なお，戸倉部落以西では緑色片岩が卓越するようになり，傾斜も次第に西落ちに変わる O

5. 天竜111河床擦の

111は諏訪湖に発源し参木曾山脈(中央ア'レプス〉および伊那@赤石山地より流下する数多い支111

を合せつつ南流する流域面積 4，890Km2，河川総延長 216伽の大河である O 西寓日本内帯に分布する花

の議官石(各穂トト砕紫雲鼠) .三波111帯の諸岩石(各種結晶片岩類)をは

じめ，設楽第三系の諸岩石(流紋岩@石英斑岩および同質凝灰岩類〉等を豊富に含み，気回JlI河床撲と

は穣組成においても，擦の円形度や粒度においても大きく異なっている。

ダムft近での観察では，大@小さまざまの緑色片岩類の角磯が特に自立つO これらの多くは秋葉ダ

ダム奉者設に際して人為的に作られた現地性のものである O

あとカずさ

自の短かい秋の日帰り観察会での見聞を中心にとりまとめたの，できわめて不充分な報告にとどまっ

たが，これを契機に会員をはじめとする多くの自然愛好家が，四季おりおりに示す自然、の美しさを味わ

いながら，地域の自然、の探究に多角的にとりくまれるよう

ース@タイムを略記しておく O

和田之谷バス停 (8: 20) '"'-気回 J111可床 (9: 20) 

してやまな ¥'0 なお参考までに当誌のコ

@河岸段丘観察 (10:00)"，光

(10 : 30) '""-'秋葉山頂(13 00) '"'- 111河床 (15:00)"，西/11バス停 (16 00) 

-13-


